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豊
川
用
水
は
、
全
面
通
水
開
始
以
来
30
余
年

が
経
過
し
、
近
年
、
漏
水
・
破
損
事
故
が
顕
著

に
な
り
、
適
切
な
水
配
分
や
施
設
の
安
全
性
を

維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

万
一
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
場
合
は
、
市
民
の

生
活
用
水
は
も
と
よ
り
、
農
業
・
工
業
な
ど
の

こ
の
地
域
の
産
業
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
事
業
で
は
、
水
路
施
設
を

改
築
し
、
施
設
の
安
全
性
の
回
復
を
図
る
と
と

も
に
、
幹
線
水
路
の
複
数
化
及
び
付
帯
施
設
の

整
備
に
よ
り
、
安
定
的
な
取
水
と
適
切
な
維
持

管
理
の
確
保
と
、
効
果
的
な
水
利
用
と
合
理
的

な
水
管
理
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

本
工
事
の
内
容
と
し
て
、
工
事
場
所
は
湖
西

市
白
須
賀
地
内
、
工
期
は
平
成
18
年
8
月
23

日
〜
平
成
19
年
8
月
７
日
迄
、
施
工
延
長
約

1
1
1
5
ｍ
で
既
設
の
石
綿
管
φ
3
5
0
を
撤

去
し
、
新
た
に
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
φ
3
5
0

を
敷
設
す
る
工
事
で
す
。

　

今
回
初
め
て
工
事
を
頂
い
た
独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構
豊
川
用
水
総
合
事
業
部
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
無
事
故
・
無
災
害
に
て
工
事
が

完
成
し
、
工
程
制
限
を
守
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
作
業
所
長　

水
本
浩
、
工
事
係
米
村
優
志
）

　

当
現
場
は
、
神
奈
川
県
海
老
名
市
と
厚
木
市

に
挟
ま
れ
た
相
模
川
の
左
岸
側
の
旧
河
川
敷
内

に
相
模
川
に
沿
っ
て
建
設
さ
れ
る
高
速
道
路
（
通

称;

相
模
縦
貫
道
）
の
橋
脚
下
部
工
を
施
工
し
ま

す
。
相
模
縦
貫
道
は
相
模
川
左
岸
で
現
東
名
、

そ
の
南
側
で
第
二
東
名
と
ア
ク
セ
ス
し
、
相
模

川
上
流
の
北
側
方
面
で
は
、
国
道
２
４
６
号
等

の
主
要
幹
線
と
連
絡
し
な
が
ら
、
首
都
圏
と
ア

ク
セ
ス
す
る
外
環
道
路
（
通
称;

圏
央
道
）
に
接

続
す
る
計
画
で
す
。

　

今
回
、
山
梨
の
長
田
組
土
木
（
株
）
さ
ん
と

の
共
同
企
業
体
形
式
で
現
場
を
運
営
し
て
お
り
、

現
在
中
村
建
設
か
ら
の
出
向
は
私
（
関
）
１
人

長
田
組
土
木
さ
ん
か
ら
３
人
の
計
４
人
の
職
員

構
成
で
す
が
、
年
明
け
よ
り
当
社
か
ら
職
員
が

増
員
さ
れ
る
予
定
で
す
。
現
場
は
橋
台
１
基
と

橋
脚
31
基
の
施
工
が
メ
イ
ン
で
、
付
随
す
る
付

帯
工
で
は
市
道
及
び
県
道
B
O
X
の
付
替
え
、

用
排
水
工
等
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
進
捗
状
況
は
８
月
に
試
掘
、
10
月
中

旬
よ
り
場
所
打
ち
杭
の
施
工
を
開
始
し
、
12
月

１
日
現
在
で
は
、
ラ
ン
プ
橋
３
橋
の
杭
打
設
が

完
了
し
、
年
末
ま
で
に
ラ
ン
プ
橋
２
橋
の
フ
ー

チ
ン
グ
ま
で
施
工
の
予
定
で
す
。
ま
た
年
明
け

か
ら
は
相
模
縦
貫
建
設
に
伴
い
、
移
動
・
拡
幅

さ
れ
る
市
道
と
交
差
す
る
県
道
の
ボ
ッ
ク
ス
カ

ル
バ
ー
ト
の
構
築
に
伴
う
準
備
工
、
仮
設
工
の

施
工
を
開
始
し
ま
す
。

　

現
場
の
特
色
と
し
て
は
移
転
予
定
の
民
家
、

自
動
車
学
校
等
が
点
在
し
て
お
り
、
順
次
移
転

後
神
奈
川
県
に
よ
る
相
模
川
新
堤
の
築
造
が
先

行
し
、
そ
の
後
橋
脚
の
施
工
と
な
る
た
め
、
区

間
ご
と
に
着
手
時
期
の
制
約
が
あ
り
、
連
続
し

て
の
施
工
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
工
期

が
３
年
間
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め

で
す
。
ま
た
県
道
の
B
O
X
構
築
箇
所
に
は
N
T
T
、

東
京
電
力
の
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル
が
各
々
２
路
線

と
地
下
電
力
ケ
ー
ブ
ル
、
県
企
業
庁
の
水
道
管

等
の
埋
設
物
が
存
在
し
、
施
工
に
際
し
て
細
や

か
な
配
慮
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
工
事
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を

克
服
し
な
が
ら
全
工
期
無
災
害
で
完
工
出
来
る

よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

土
木
本
部　

金
田　

学

首
都
圏
中
央
連
絡

自
動
車
道   

河
原
口
高
架
橋
南
工
事

土
木
本
部
第
2
P
J
グ
ル
ー
プ  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関 

尚
彦

 

国
土
交
通
省
東
京
航
空
局
の
発
注
、
ま
た
施

工
箇
所
が
羽
田
空
港
と
い
う
こ
と
で
”ナ

カ
ケ

ン
ブ
ラ
ン
ド

“が
通
用
し
な
い
場
所
で
の
現
場

着
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
場
事
務
所
も
羽
田
空
港
内
の
ワ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
現
場
事
務
所
村
の
中
に
構
え

る
こ
と
と
な
り
、
名
高
い
日
本
を
代
表
す
る
ゼ

ネ
コ
ン
と
並
ん
で
事
務
所
を
建
て
日
々
邁
進
し

て
い
ま
す
。

　

現
場
は
打
合
せ
が
非
常
に
多
く
、
J
A
L
・

A
N
A
・
海
上
保
安
庁
・
気
象
庁
･
空
港
警
察

等
々
、
都
会
の
人
種
に
も
ま
れ
る
毎
日
で
す
。

ひ
と
つ
の
提
出
書
類
を
と
っ
て
も
、
「
燃
え
よ

ド
ラ
ゴ
ン
の
五
重
塔
」
み
た
い
に
1
部
署
1
部

署
ク
リ
ア
し
て
初
め
て
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う

構
造
で
、
最
上
階
の
ス
テ
ー
ジ
を
制
覇
し
た
と

き
の
快
感
は
い
い
も
の
で
す
。

　

井
の
な
か
の
蛙
が
大
海
に
で
る
気
持
ち
で
工

事
完
了
時
に
は
、
”ナ

カ
ケ
ン
ブ
ラ
ン
ド

“を
世

に
知
ら
し
め
て
帰
っ
て
こ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

東
京
国
際
空
港

給
水
管
敷
設
替
等
工
事

土
木
本
部　

水
本　

浩

豊
川
用
水
二
期　

白
須
賀
支
線

長
谷
工
区
工
事

●
工
事
名

　

平
成
18
年
度 

東
京
国
際
空
港

　

旧
整
備
場
地
区 

給
水
管
敷
設
替
等
工
事

●
発
注
者

　

国
土
交
通
省 

東
京
航
空
局

●
工
事
場
所

　

東
京
国
際
空
港
内

●
工
事
名

　

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道 
 
 
　

　

河
原
口
高
架
橋（
下
部
工
）南
工
事

●
工
事
場
所

　

神
奈
川
県
海
老
名
市
中
新
田
〜

　

河
原
口 

地
先

●
工
期

　

平
成
18
年
３
月
31
日
〜

 

平
成
21
年
３
月
14
日（
1
0
8
0
日
間
）

●
発
注
者

　

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社 

横
浜
支
社

●
請
負
者

　

長
田
組
土
木（
株
）･
中
村
建
設（
株
）

　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

●
工
事
内
容

　

延
長　
　

6
9
9
m

 

橋
台　
　

１
基

　

橋
脚　
　

31
基

　

基
礎
工（
場
所
打
ち
杭
φ
1.
2
m
）

　
　
　
　
 

4
5
7
9
m

 

付
帯
工　

一
式

　

雑
工　
　

一
式
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